
令和３年度　数学科　シラバス

対象学年 単位数 履修

３年
特進ｺｰｽ

３単位 選択

 方程式と不等式、二次関数及び図形と計量について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、そ
れらを的に活用する能力を伸ばすとともに数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにする。
平面図形、集合と論理及び場合の数と確率について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事
象を数学的に考察し処理する能力を育てるとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識できるようにす
る。

科目名

数学学習

１．数学科目標

 数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め、事象を数学的に考察し処理する能力を高め、数学的
活動を通して創造性の基礎を培うとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、それらを積極的に活用
する態度を育てる。

２．数学学習の目標

３．数学演習の内容

  イ　実数

  ウ　方程式と不等式

（３）   　二次関数とそのグラフ

  二次関数について理解し、関数を用いて数量の変化を表現することの有用性を認識するとともに、それを
具体的な事象の考察や二次不等式を解くことなどに活用できるようにする。

（１）   数と式

　数と式に関する基本的なことを復習し、発展した内容を段階的に学習する。さらに、今後の土台となる計
算力の習熟度を高める。

  ア　整式

（２）   集合と論証

  ［用語・記号］　ｓｉｎ、ｃｏｓ、ｔａｎ

  ア　二次関数とそのグラフ

  イ　二次関数の値の変化

（５）　 図形と計量

  直角三角形における三角比の意味、それを鈍角まで拡張する意義及び図形の計量の基本的な性質について
理解し、角の大きさなどを用いた計量の考えの有用性を認識するとともに、それらを具体的な事象の考察に
活用できるようする。

  ア　三角比

  イ　三角比と図形

（４）　 二次方程式と二次不等式

４．成績評価の方法

 定期考査，実力テスト，課題等の提出等を総合的に判断して評価する。
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令和３年度　数学科　シラバス

５．使用教材     『類比方式による　数学Ⅰ・A』九州数学教育会



令和３年度　数学科　シラバス

月 時間数 章 節 単　元 学　習　内　容
多項式の加法・減法 ・同類項とは何か確認する。
（２時間） ・括弧のはずし方を理解する。

・次数の大きい項から並べる。（降べきの順に
並べる）

月 時間数 章 節 単　元 学　習　内　容
指数法則 ・指数法則を学ぶ。

（１時間） ・単項式どうしの積を学ぶ。

展開 ・単項式と多項式の積を学ぶ。
（５時間） ・多項式どうしの積を学ぶ。

（分配法則）
・展開公式の利用法を学ぶ。

因数分解 ・共通因数があるときは、その共通因数でくく
る。

（５時間） ・因数分解の公式を利用し、より速く、より簡
単に因数分解できるようにする。
・｢たすきがけ」による因数分解

・実数の分類、特に有限小数、循環小数、無限
小数について確認する。

・絶対値の意味を理解する。

根号を含む計算 ・平方根の意味を確認する。
（６時間） ・根号を含む式の足し算、引き算ができるよう

にする。
・根号を含む式の掛け算ができるようにする。
・展開の公式を利用できるようにする。
・分母の有理化ができるようにする。

復習・応用 ・第1節の復習をする。
（４時間） ・達成度に応じて、応用問題に挑戦する。

1次不等式 ・不等式の性質について学ぶ。
（５時間） ・1次不等式の解法を学ぶ。

・連立1次不等式について学ぶ。
・文章題から不等式を導けるように練習する。

2次方程式 ・1次方程式の解き方を復習する。
（６時間） ・平方根の考え方を利用する解法を学ぶ。

・因数分解を利用する解法を学ぶ。
・解の公式を利用し、２次方程式を解く。

・2次方程式の解の個数について学ぶ。

復習・応用 ・第２節の復習をする。

（３時間） ・達成度に応じて、応用問題に挑戦する。

3
・関数「ある値が決まれば他の値がただ1つ決ま
る関係」について学ぶ
・ｙがｘの関数であるとき、ｘの値に対するｙ
の値を求める。

１次関数 ・１次関数のグラフをかく。
（１時間） ・１次関数のグラフが直線となること、傾き、

切片について確認する。

2次関数 ・２次関数のグラフについて学ぶ。
（６時間） ・頂点の座標、対称軸を求める。

・放物線の平行移動について学ぶ。

・与えられた条件から2次関数を決定できるよう
にする。

復習・応用 ・第1節の復習をする。
（３時間） ・達成度に応じて、応用問題に挑戦する。
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令和３年度　数学科　シラバス

月 時間数 章 節 単　元 学　習　内　容
２次関数の最大値と ・グラフを利用して、２次関数の最大値・最小

値を求める。

最小値（３時間） ・定義域があるときも、最大値・最小値を求め
られるようにする。

・２次関数のグラフを利用して、２次不等式を
解く。
・２次関数とｘ軸との共有点の個数、および共
有点の座標について学ぶ。
・（第1章　第2節　2次方程式と関連）
２次方程式の個数について理解する。

・連立２次不等式を解く。

・第２節の復習をする。
・達成度に応じて、２次不等式を利用するいろ
いろな問題を解くことができるようにする。

3
・三角比の定義を確認する。
・特別な角の三角比について確認する。
・三角比の表を用いて、直角三角形の１辺が与
えられたとき､他の２辺を求められるようにす
る。

三角比の拡張 ・鈍角の三角比の定義を理解する。
（２時間）
三角比の相互関係 ・三角比の相互関係を理解し、利用できるよう

にする。
（５時間）

・第1節の復習をする。
・達成度に応じて、応用問題に挑戦する。

正弦定理・余弦定理 ・正弦定理を導き、利用できるようにする。
（４時間） ・余弦定理を導き、利用できるようにする。

三角形の面積 ・正弦定理や余弦定理を利用し、三角形の面積
を求められるようにする。

（３時間）
球の表面積・体積 ・球の表面積・体積を求める公式を導き、利用

できるようにする。
相 似 な 図 形 の 面 積
比・体積比

・相似な図形の面積比・体積比について理解す
る。

（２時間）
復習・応用 ・第２節の復習をする。
（６時間） ・達成度に応じて、空間図形における線分の長

さなどを求められるようにする。
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